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◎
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交

付
税
に
よ
る
増
額

１
億
１
５
４
３
万
６
千
円

◎
基
金
繰
入
金
の
減
額

９
４
１
１
万
円

◎
前
年
度
決
算
繰
越
金
の
増
額

７
２
２
１
万
３
千
円

◎
臨
時
財
政
対
策
お
よ
び
住
宅

建
設
に
伴
う
町
債
の
減
額

１
４
５
０
万
円

◎
人
事
異
動
に
伴
う
各
費
目
で

の
人
件
費
の
増
・
減
額

◎
国
へ
の
事
業
の
移
行
に
伴
う

事
業
費
の
減
額

◎
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増
額

◎
各
費
目
に
お
い
て
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
改

修
等
委
託
料
の
増
額

◎
漁
港
建
設
費
の
増
額１０

０
万
円

◎
住
宅
建
設
事
業
費
の
増
額

１
６
０
万
円

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
９
０
０
０
万
６
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
33
億
５
３

９
０
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

28
年
度
度
補
正
予
算

一
般
会
計

歳  

入
歳  

出

平
成
平
成
2828
年
度
９
月
定
例
議
会

年
度
９
月
定
例
議
会

　

行
政
報
告
・
議
案

　
　
　
　

平
成
27
年
度
決
算
の
認
定

　

９
月
定
例
議
会
は
９
月

８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９

日
間
で
開
か
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
定
例
議
会
以
降
の
行
政

の
執
行
状
況
の
報
告

①
地
域
見
守
り
支
え
あ
い
活
動

　

６
月
30
日
に
「
上
関
町
に
お

け
る
地
域
見
守
り
・
支
え
あ
い

活
動
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協

定
は
、
高
齢
者
な
ど
の
支
援
が

必
要
な
方
に
対
す
る
見
守
り
活

動
を
円
滑
に
実
施
し
、
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

町
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

②
上
関
町
総
合
教
育
会
議

　

全
て
の
地
方
公
共
団
体
に

「
総
合
教
育
会
議
」
を
設
置
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会

議
は
、
首
長
と
教
育
委
員
会
が

教
育
行
政
の
指
針
と
な
る
大
綱

の
策
定
や
重
点
施
策
な
ど
に
つ

い
て
、
意
思
疎
通
を
図
り
、
教

育
の
課
題
を
共
有
し
、
効
果
的

に
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く

場
で
す
。
構
成
は
、
町
長
と
教

育
長
、
教
育
委
員
会
委
員
の
６

名
で
す
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

８
月
１
日
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
、
杉す

ぎ
ぶ
ち
な
ぎ

渕
凪
さ
ん
が
八
島

地
区
に
着
任
し
ま
し
た
。
一
定

の
期
間
こ
の
地
域
に
居
住
し
地

域
お
こ
し
の
取
組
み
や
、
住
民

生
活
支
援
な
ど
地
域
に
根
付
い

た
活
動
を
と
お
し
て
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

④
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
諸
行
事

◎
４
年
に
一
度
、
千
百
有
余
年

の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
「
神
舞
」

が
８
月
16
日
〜
８
月
20
日
に
か

け
て
、
祝
島
区
、
祝
島
神
舞
奉

賛
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

◎
第
25
回「
水
軍
ま
つ
り
」が
７

月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
提
出
議
案
は
、
平

成
28
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特

別
会
計
８
会
計
の
歳
入
歳
出
補

正
予
算
、条
例
の
制
定
２
件
、委

員
の
任
命
１
件
な
ら
び
に
推
薦

１
件
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
１
件
、
な
ら
び
に
報

告
３
件
で
す
。

盛り上がった敬老会（八島地区）

◎
夏
の
成
人
式
が
８
月
15
日
に

挙
行
さ
れ
、
成
人
を
迎
え
ら
れ

た
若
者
の
数
は
15
名
で
す
。
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特
別
会
計

条
例
の
制
定

・ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

玉
木
光
宏
委
員
の
任
期
が
平

成
28
年
12
月
31
日
で
満
了
と
な

る
の
で
、
新
た
に
佐
原
正
文
さ

ん
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
る
玉
木
光
宏
さ
ん

に
は
、
ご
尽
力
を
賜
り
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
54
期
上
関
航
運
有
限
会
社

の
事
業
計
画

第
54
期
（
平
成
28
年
10
月
１
日

〜
平
成
29
年
９
月
30
日
）

☆
収
支
お
よ
び
損
失
見
込
み

総
収
益　
　

５
０
２
５
万
円

総
費
用
９
６
３
８
万
２
千
円

純
損
失
４
６
１
３
万
１
千
円

営
業
費
用
に
新
造
船
の
減
価
償

却
費
、
支
払
利
息
を
新
た
に
算

入
し
て
い
る
。

☆
航
路
経
営

　

平
成
29
年
４
月
に
新
造
船
就

航
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
費
用
面
で
の
経
営
の
安
定
化

が
図
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

収
益
に
つ
い
て
は
、
島
民
の

人
口
減
少
に
よ
る
利
用
減
少
状

況
に
お
い
て
島
外
利
用
者
の
確

保
を
図
っ
て
い
く
と
共
に
、
生

活
航
路
の
役
割
を
果
た
し
、
安

全
な
運
航
を
心
が
け
て
参
り
ま

す
。

　

第
５
期
一
般
財
団
法
人
な
ご

み
の
経
営
状
況

第
５
期
（
平
成
27
年
４
月
１
日

〜
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

鳩
子
の
湯

　

来
館
者
数
は
、
前
年
よ
り
６

３
１
人
少
な
い
、
12
万
５
２
６

０
人

　

収
益
は
、
前
年
よ
り
６
６
８

万
８
２
１
７
円
少
な
い
９
３
１

７
万
７
１
８
０
円

　

費
用
は
、
前
年
よ
り
２
４
３

万
２
２
１
８
円
少
な
い
８
９
８

７
万
８
２
３
７
円

　

利
益
は
３
２
９
万
８
９
４
３

円
　

道
の
駅 

上
関
海
峡

　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
来
館
者

数
は
、
19
万
６
２
４
９
人

収
益
１
億
96
万
５
５
６
３
円

費
用
１
億
49
万
７
７
１
９
円

利
益　
　

46
万
７
８
４
４
円

　

本
部
会
計

収
益　
　
　
　

１
３
８
６
円

費
用
４
３
３
万
４
８
６
４
円

　

本
部
会
計
で
は
、
収
益
事
業

を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

４
３
３
万
３
４
７
８
円
の
欠

損
。

諮　
　
　

問

報　
　
　

告

８
会
計
に
よ
る
主
な
補
正
予
算

○
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に
お
い
て

前
年
度
決
算
繰
越
金
の
増
額

○
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の

増
・
減
額

○
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の

増
・
減
額

◇
各
会
計
の
主
な
も
の

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

共
同
事
業
拠
出
金
の
増
額

２
１
４
６
万
６
千
円

●
介
護
保
険

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立

金
の
増
額

１
１
７
４
万
９
千
円

介
護
給
付
費
負
担
金
等
の
精
算

に
よ
る
償
還
金
の
増
額

１
９
３
２
万
円

●
航
運
事
業

　

か
み
の
せ
き
丸
の
空
調
機
器

設
置
工
事
費
の
増
額

１
１
１
万
３
千
円

◆ 

上
関
町
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

教
育
委
員
で
あ
る
橋
部
好
明

委
員
と
光
壽
光
夫
委
員
が
、
本

年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
平
成
28
年
度
室
津
地
区

定
住
促
進
住
宅
新
築
（
建
築
主

体
）
工
事
）

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
平
成
28
〜
30
年
度
上
関

町
風
力
発
電
事
業
建
設
工
事
）

◆
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
平

成
28
年
度
上
関
町
ス
ク
ー
ル
バ

ス
購
入
事
業
）

臨
時
議
会

佐原 正文 さん

橋部 好明 委員光壽 光夫 委員

 

上
関
町
教
育
委
員
会

　
　
　

 

委
員
の
任
命

歳  
入

歳  

出

◆ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　

行
政
不
服
審
査
法
が
施
行
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
う
関
係
法
律
の

整
備
等
が
な
さ
れ
た
た
め
、
改

正
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
で

す
。
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聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政

　

先
の
３
月
議
会
の
朝
鮮
通
信

使
関
連
質
問
の
そ
の
後
の
進
展

に
つ
い
て
４
点
質
問
す
る
。

① 

交
流
会
開
催
の
進
展
状
況

は
。

② 

柳
井
市
や
平
生
町
の
官
民
へ

協
力
要
請
を
考
え
て
は
。

③ 

上
関
来
航
図
の
ユ
ネ
ス
コ
記

憶
遺
産
登
録
申
請
手
続
き
の

現
状
の
プ
ロ
セ
ス
。
ま
た
、記

憶
遺
産
登
録
時
の
イ
ベ
ン
ト

等
は
あ
る
の
か
。

④ 
当
町
で
交
流
会
を
開
催
す
る

場
合
、
ど
の
様
な
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

① 

関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て

い
る
が
、
結
論
に
至
っ
て
い

な
い
。
平
成
29
年
３
月
ま
で

に
、
態
度
を
表
明
す
る
。

② 

交
流
会
を
開
催
す
る
場
合
、

当
町
で
対
応
で
き
な
い
部
分

は
、
協
力
依
頼
等
を
考
え
て

い
く
。

③ 

来
年
夏
に
は
最
終
審
査
の
結

果
が
出
る
予
定
。
登
録
時
の

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
推

進
部
会
の
状
況
を
踏
ま
え
決

定
し
た
い
。

④ 

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
実

行
委
員
等
で
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　答 引き受けとなれば、官民が一体となって取り組む

朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会開催について朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会開催について

質
問

全国大会の様子（滋賀県）

山
村　

泰
志 

議
員

山
谷
監
査
委
員

監
査
報
告

　

一
般
会
計
は
歳
出
決
算
額
32

億
５
２
５
１
万
２
９
５
１
円
で

残
額
は
１
億
１
５
２
６
万
８
５

２
１
円
で
す
。
特
別
会
計
は
歳

出
総
額
18
億
７
９
３
万
５
３
１

０
円
で
残
額
５
４
７
２
万
２
９

６
８
円
を
繰
り
越
し
た
。

　

一
般
会
計
の
未
済
額
は
１
５

８
４
万
８
４
０
６
円
で
特
別
会

計
の
未
済
額
は
２
０
２
１
万
７

７
２
２
円
と
な
っ
て
お
り
滞
納

徴
収
に
一
層
の
努
力
を
お
願
い

す
る
。
最
終
的
に
は
弁
護
士
に

も
相
談
し
法
的
措
置
を
取
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。
多
岐
に
亘
る

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
住

民
に
負
担
を
か
け
な
い
運
営
を

お
願
い
し
た
い
。
庁
舎
に
つ
い

て
は
早
い
建
設
を
お
願
い
し
た

い
。
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
財

政
難
に
至
る
こ
と
の
な
い
運
営

を
お
願
い
し
た
い
。
町
づ
く
り

定
住
対
策
に
は
、
医
師
の
必
要

性
は
欠
か
せ
な
い
事
項
で
あ
る

と
考
え
ま
す
の
で
医
師
確
保
に

努
め
将
来
を
見
据
え
た
町
づ
く

り
を
お
願
い
す
る
。

健全化判断比率 平成 27 年度 早期健全化基準

① 実質赤字比率 ― １５％

② 連結実質赤字比率 ― ２０％

③ 実質公債費比率 ９. ８％ ２５％

④ 将来負担比率 ― ３５０％

平成 27 年度決算に基づく健全化判断比率
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八島いきいきデイサービス

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
流
出
等

に
よ
る
過
疎
化
、
地
域
活
力
の

低
下
な
ど
、
深
刻
な
諸
問
題
の

状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
新
た

な
産
業
拠
点
の
整
備
を
さ
れ
、

観
光
客
数
も
20
万
人
と
４
倍
に

増
え
て
、
予
想
以
上
の
成
果
が

出
て
い
る
。
今
後
は
、い
か
に
経

済
効
果
、
さ
ら
に
は
地
域
活
性

化
に
結
び
つ
け
て
い
か
れ
る
の

か
。
鳩
子
の
湯
・
道
の
駅
の
活

用
、ま
た
、自
主
財
源
の
確
保
に

つ
い
て
の
所
見
を
う
か
が
う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

財
源
確
保
に
は
、
歳
入
増
、
経

費
削
減
の
方
法
が
あ
る
が
、
こ

れ
以
上
の
経
費
削
減
は
む
ず
か

し
い
。
歳
入
増
に
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
施
設
を
拠
点
に
人
・

物
・
金
を
地
域
内
で
う
ま
く
循

環
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
み
た

い
。
風
力
発
電
事
業
や
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
も
財
源
確
保

と
地
元
経
済
の
活
性
化
と
い
う

観
点
か
ら
力
を
入
れ
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。
町
全
体
が
一
丸

と
な
り
同
じ
方
向
を
目
指
せ
ば

難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
。

質
問

　答 出来る限りの支援をしたい

　答 財源確保に努めることが私の責務

地域医療の充実と救急搬送体制の整備について地域医療の充実と救急搬送体制の整備について

自主財源の確保は自主財源の確保は

　

高
齢
化
が
進
み
離
島
を
抱
え

る
本
町
で
は
、
地
域
医
療
の
充

実
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
今

後
も
医
師
や
看
護
師
、
保
健
師

等
の
役
割
は
更
に
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
継
続
的
な
医

療
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
診

療
所
等
の
人
材
確
保
・
保
健
・
福

祉
・
介
護
と
の
一
体
的
な
体
制

整
備
が
必
要
と
な
る
が
将
来
の

見
通
し
は
。
ま
た
、
離
島
の
救

急
搬
送
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
お

尋
ね
す
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

町
営
バ
ス
の
運
行
や
福
祉
優

待
バ
ス
の
助
成
等
に
よ
り
通
院

等
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
が
、

へ
き
地
診
療
所
の
担
う
役
割
は

大
き
い
と
考
え
る
。
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
常
勤
看
護
師
の
役

割
を
見
直
し
、
地
域
の
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
相
談
窓
口
と
し
て

介
護
予
防
を
目
的
と
す
る
通
い

の
場
を
持
た
せ
た
。
今
後
、
祝

島
診
療
所
に
つ
い
て
も
、
同
じ

く
検
討
し
た
い
。
夜
間
・
荒
天

時
の
救
急
患
者
搬
送
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が

ら
充
実
強
化
し
て
い
く
。

質
問

清
水　

敏
保 

議
員

嶋
尾　

忠
宏 

議
員

にぎわう道の駅 上関海峡
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　■
編
　
集
／
議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
　

■
印
刷
所
／
中
村
印
刷
株
式
会
社

■
発
行
責
任
者
／
議
会
議
長
　
西
　
哲
夫

　
〒
742-1402　

山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
503

　
TEL 0820-62-0364　

FAX 0820-62-0783 広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

岩
木
和
美

　

猛
暑
の
夏
も
終
わ
り
、
秋
の

装
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
は
、
数
多
く
の
台
風
が
上
陸

し
、
各
地
で
災
害
が
起
き
て
い

ま
す
が
、
上
関
町
で
は
大
き
な

被
害
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
熊

本
地
震
な
ど
地
震
が
起
き
た

時
、
犠
牲
者
数
の
大
半
は
最
初

の
一
撃
で
生
じ
、
直
下
地
震
で

は
住
民
に
よ
る
共
助
に
よ
る
救

命
は
、
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な

い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
町

民
一
人
一
人
が
事
前
に
防
災
対

応
を
考
え
、
備
え
て
お
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
自

助
・
共
助
の
精
神
に
基
づ
き
地

域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
定
例
会
の
初
日
は

　

12
月
６
日
の
予
定
で
す
。

編

集

後

記

　

７
月
14
日
に
東
京
都
千
代
田
区
の
全
国
町
村
議
員
会
館
で
行
わ
れ

た
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
広
報
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

専
門
の
先
生
の
講
義
で
は
住
民
参
加
の
紙
面
企
画
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
効
果
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

11
町
村
議
会
だ
よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
文
字
の
長
さ
、
書
体

な
ど
の
指
導
が
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
親
し
み
や
す

く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
作
成
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

  

研
修
報
告

研
修
報
告

委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長　

嶋
尾　

忠
宏

委　

員　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

山
戸　

貞
夫

　

〃　
　

山
村　

泰
志

委副委
議会広報広聴特別委員会

平
成
28
年
度
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

７
月
27
日
、
上
関
町
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
平
生

町
・
田
布
施
町
・
上
関
町
」
の

広
報
正
副
委
員
長
、
事
務
局
職

員
で
「
平
成
27
年
度
事
業
報
告

決
算
」
に
つ
い
て
協
議
を
し
た

後
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
研
修
は
、
10
月
に
上

関
町
に
お
い
て
広
報
委
員
に
よ

る
他
町
の
広
報
紙
を
参
考
に
研

修
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修
会

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修
会

　

７
月
28
日
、
柳
井
ク
ル
ー
ズ

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
町
づ
く
り

は
ひ
と
づ
く
り
「
地
域
資
源
の

見
つ
け
方
、
活
か
し
方
」
を
演

題
と
し
て
、
合
同
会
社
フ
ォ
ー

テ
ィ
Ｒ
＆
Ｃ
代
表　

水
津
陽
子

氏
を
講
師
に
招
き
研
修
し
ま
し

た
。

　

近
隣
地
域
の
地
域
資
源
・
集

客
・
人
口
な
ど
の
デ
ー
タ
を
元

に
全
国
先
進
地
で
の
事
例
を
交

え
た
講
演
を
聞
き
、
今
後
の
地

域
資
源
を
活
か
し
た
町
づ
く
り

観
光
振
興
に
向
け
て
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡
協
議
会
定
期
総
会


